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当事業は、地域高規格道路「上越魚沼地域振興快速道路(延長60km)」の一部を構成する、新潟県上越市寺

～上越市三和区本郷間（延長7.0km）において、

を目的として、直轄権限代行によりバイパス整備を行うものである。

（１）事業の目的

さ ん わ

て ら

○ 広域的な道路ネットワークの強化

○ 第三次医療施設へのアクセス向上

○ 冬期を含めた道路交通の安全性・信頼性の確保 など

ほんごう

１．事業概要

写真1-1 門田新田IC付近
もんでん しん でん
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（２）計画の概要

● 事業名：国道253号 上越三和道路

● 延 長：7.0km

● 起終点：(起)新潟県上越市寺

(終)新潟県上越市三和区本郷

● 都市計画決定：平成11年度

● 事業化：平成13年度(権限代行)

● 全体事業費：約704億円

● 令和2年度末までの投資額

：約311億円(進捗率44％)

さ ん わ ほんごう

てら

【 標準横断図 】 （単位：ｍ）

出典：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
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○平成31年3月24日上越市寺（寺IC）～上越市鶴町（鶴町IC）間
の延長3.0kmについて暫定2車線開通。

〇令和元年11月22日門田新田IC開通。

（１）事業の経緯
全体 執行済額 進捗率 残事業費

事業費 約704億円 約311億円 44％ 約393億円

うち用地費・
補償費

約48億円 約44億円 92％ 約4億円

令和2年度末、金額は税込み（２）事業の進捗状況

（３）今後の事業展開

○鶴町IC～（仮称）三和IC間は暫定2車線開通に向け整備を進
め、全線4車線化は、交通状況を勘案しつつ整備時期等に
ついて検討する。

つ る ま ち さ ん わ

年 度 主な経緯

平成6年度
上越魚沼地域振興快速道路（延長60km）計画
路線決定

平成7年度 上越市～松代町（現 十日町市）間（延長29km）
調査区間指定

平成10年度 上越三和道路（延長7.0km）整備区間指定

平成11年度 都市計画決定

平成13年度 事業化(権限代行) ・用地着手

平成14年度 工事着手

平成22、25、28年度 事業再評価（指摘事項なし、継続）

平成30年度
上越市寺（寺IC）～上越市鶴町（鶴町IC）暫定2
車線開通（延長3.0km）

令和元年度 門田新田IC開通

まつだい とおかまち
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３．事業内容の変更

（１）事業費の見直し
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○事業区間全域にわたり、Ｎ値６以下の粘性土を主体とした軟弱層が、地表面から約３０ｍの深さで分布。

○橋梁予定箇所１８箇所のうち１２箇所で、側方移動対策が必要となった。

戸野目古新田跨道橋 門田新田IC橋

下野田跨道橋

鶴町第二跨道橋 岡木跨道橋飯田川橋米岡第二高架橋

鶴町第一跨道橋

米岡第一高架橋

軟弱層
N値6以下粘性土

鶴町IC

寺IC

鶴町IC橋

鶴町IC橋

地表面から約３０ｍの深さで
粘性土を主体とした軟弱層が分布

三和IC（仮称）

鶴町IC

【詳細説明】①ー１ 側方移動対策の必要な橋梁

戸野目川本線橋

戸野目古新田下流橋

戸野目古新田上流橋 本道跨道橋 本道オフランプ橋

三和ICオフランプ橋

三和ICオンランプ橋

三和IC橋（本線）

凡例

対策不要橋梁（6橋）

対策必要橋梁（12橋）
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■側方移動に関する検討の必要性

出典：道路橋示方書・同解説（H29） P191

■側方移動の判定

N値６以下、一軸圧縮強度が120KN/㎡以下の粘性土層が存在す
るため、側方移動に関する検討が必要となった。

判定の結果 I=1.25≧1.2であるため側方移動のおそれがあり対策
が必要となった。

出典：道路橋示方書・同解説(H29) P190

鶴町第二跨道橋（A1）の検討ケース

N値6以下の
粘性土層

一軸圧縮強度120KN/㎡以下
（粘着力60KN/㎡）である層
（1/2×一軸圧縮強度＝粘着力）

= 0.42 * 0.35 * 2.21 *( 19.0 * 9.50 / 46.93) = 1.25

I = 1.25 ≧ 1.2  ・・・側方移動のおそれあり

対象層
H≒21m

I = μ1・μ2・μ3・(γ・ｈ／ｃ)

【詳細説明】①ー２ 側方移動に関する検討

○Ｎ値６以下又は一軸圧縮強度が120kN/m2以下である粘性土層が存在する場合には、側方移動に関する検討を行う必要がある。
○道路橋示方書に定める判定式 Ｉ 値が1.2以上の場合は、側方移動の恐れがある。

【 鶴町第二跨道橋の例 】
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46.90

20.95

20.95 / 50.00 

5.00 / 14.40 

20.95 / 9.50

μ1 = Ｄ/Ｉ =

μ2 = ｂ/Ｂ =

μ3 = Ｄ/Ａ =

= 0.42

= 0.35

= 2.21

I :側方移動判定値

μ1 :軟弱層厚に関する補正係数

μ2 :基礎体抵抗幅に関する補正係数

μ3 :橋台の長さに関する補正係数

γ :盛土材料の単位体積重量 19.0（kN/m3）

ｈ :盛土高 9.50（m）

ｃ :軟弱層の粘着力の平均値 46.93（kN/m2）

Ｄ :軟弱層の厚さ 20.95（m）

Ａ :橋台長 9.50（m）

Ｂ :橋台幅 14.40（m）

ｂ :基礎杭の幅の総和 5.00（m）

Ｉ :基礎根入れ長 50.00（m）



３．事業内容の変更

（２）見直し後の事業費

全体事業費： 約704億円 → 約780億円 （＋約76億円、11％増）
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出 典：R12将来交通量推計値
(整備あり時は隣接する三和安塚道路の整備効果も含める)

写真4-1 通勤時間帯における渋滞状況
（三ツ屋交差点から浦川原区方面を望む）

（件/年）

出 典：整備なし(ETC2.0プローブ情報、H30.10)
整備あり(R12将来交通量推計値)
(整備あり時は隣接する三和安塚道路の整備効果も含める)

う ら が わ らみ つ や

図4-1 走行時間の短縮 図4-2 死傷事故件数の削減

（１）便益に係る整備効果 ①走行時間の短縮、②交通事故件数の減少

○上越三和道路の整備により、安全・円滑な走行環境が確保され、上越市街地と旧東頸城地域の走行時間が約
15分短縮される。

○上越三和道路の整備により、現国道253号の交通が上越三和道路へ転換し、安全な走行環境が確保され、事業
区間の事故件数は年間約13件の減少が期待される。

ひ が し く び き

４．事業の投資効果

（分）
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整備あり
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（-33%）
整備あり

整備なし 53

40
約13件/年
削減（-25%）

三ツ屋
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新潟県立
中央病院

上越IC

整備なしルート
整備ありルート

走行時間・死傷事故件数算定ルート



至
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市

①冬期間におけるスムーズな交通の確保

○現国道253号は車道幅員が5.5mの区間が多く存在し、路肩を含め6.5mの区間もみられる。大型車がすれ違う場合、

車道幅員は最低5.5m程度必要となり、冬期堆雪時幅員に余裕がほとんどない。

○上越三和道路の整備により、大型車がバイパスに転換することで、冬期の歩行者との接触や路肩狭小区間におけ

るすれ違い困難などの問題のある現国道253号を回避でき、冬期間の安全性・信頼性が向上する。

写真4-3 冬期の交通状況（虫川地先）写真4-2 冬期の交通状況（福橋地先）

堆雪による幅員減少により
大型車のすれ違いが困難

む し が わ

歩行者と接触する
危険がある
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４．事業の投資効果

ふ く は し

出典：気象庁（過去30年の10年毎平均）

図4-4 現国道253号三ツ屋～青野間幅員構成
(断面Aの幅員構成)

図4-5 県内主要都市の最深積雪

県内の主要都市において、
高田が最も積雪が多い地域

最
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2.5 0.5 2.5

5.5m

堆雪堆雪

停車
車両

11.0

1.9 6.5 2.6

ASA A

0.30 0.40

出典：道路構造令の解説と運用、管理図

車道幅員5.5m、路肩含め
6.5m程度の幅員の場合
冬期間堆雪時、幅員に
余裕がほどんどない
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４．事業の投資効果
②主要な観光地へのアクセス向上

出典：H31年度観光入込客統計（新潟県）
※1：令和1年度海水浴客入込状況（新潟県）
※2：令和2年度上越市統計要覧（H30年入込客数）

No 主な施設名称等 入込客数

① 高田城址公園（観桜会、蓮まつり合計） 140.3万人

② 水族博物館「うみがたり」 57.0万人

③ 春日山城址 28.2万人

④ 直江津海水浴場 16.5万人※1

⑤ 上越観光物産センター 10.6万人

⑥ 雪だるま物産館 8.3万人

⑦ 山本ぶどう園 1.2万人※2

⑧ 大池いこいの森 0.9万人※2

⑨ 前島記念館 0.7万人※2

⑩ 坂口記念館 0.5万人※2

た か だ

な お え つ

か す が や ま

やまも と

○上越地域は豊富な観光資源に恵まれた地域であり、上越三和道路周辺には観光施設が多く点在している。

○上越魚沼地域振興快速道路の一部を担う上越三和道路の開通により上越市と十日町市方面とのアクセス性が

向上し、市内観光施設への更なる観光客増加や域外との交流促進・地域の活性化に寄与する。

と お か ま ち
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至
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至
富
山
市

⑥

⑧
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さ ん わ

⑤

②
④

①

③

上越

市街地

凡例

事業中区間上越三和道路 延長7.0km

門田新田IC
もんでんしんでん

未開通
区間

十日町市方面との
アクセス性向上

安塚IC
やすづか

浦川原IC
う らがわ ら

E18

図4-6 上越地域の観光施設位置図

表4-1 上越地域の観光施設入込客数

鶴町IC
つるまち

至 新潟市

と お か ま ち

寺IC
て ら

上越妙高駅

①高田城址公園（観桜会）
た か だ

写真4-4 上越地域の主要な観光施設（入込客数の多い上位5箇所） 出典：にいがた観光ナビ、上越市HP

②水族博物館「うみがたり」 ③春日山城址 ④直江津海水浴場 ⑤上越観光物産センター
か す が や ま な お え つ



事業の効果等

（１）便益に係る整備効果

① 走行時間の短縮
・上越三和道路の整備により、安全・円滑な走行環境が確保され、上越市街地と旧東頸城地域の走行時間が

約15分短縮される。

② 交通事故件数の減少

・上越三和道路の整備により、現国道253号の交通が上越三和道路へ転換し、安全な走行環境が確保され、事業
区間の事故件数は年間約13件の減少が期待される。

（２）その他の効果
① 冬期間におけるスムーズな交通の確保

・現国道253号は車道幅員が5.5m、路肩を含め6.5mの区間が多く存在する。大型車がすれ違う場合、車道幅
員は最低5.5m程度必要となり、冬期堆雪時幅員に余裕がほとんどない。

・上越三和道路の整備により、大型車がバイパスに転換することで、冬期の歩行者との接触や、路肩狭小
区間におけるすれ違い困難などの問題のある現国道253号を回避でき、冬期間の安全性・信頼性が向上す
る。

② 主要な観光地へのアクセス向上

・上越地域は豊富な観光資源に恵まれた地域であり、上越三和道路周辺には観光施設が多く点在している。

・上越魚沼地域振興快速道路の一部を担う上越三和道路の開通により上越市と十日町市方面とのアクセス
性が向上し、市内観光施設への更なる観光客増加や域外との交流促進・地域の活性化に寄与する。

③ 第三次救急医療施設（新潟県立中央病院）へのアクセス向上

・旧東頸城地域の浦川原区・安塚区・大島区・牧区では、救急医療患者搬送先の98％が上越市街地の病院
である。

・上越三和道路の整備により、旧東頸城地域から上越地方唯一の第三次救急医療施設である新潟県立中央
病院への所要時間が短縮されるなど、迅速な救急医療患者の搬送に貢献する。

４．事業の投資効果
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項目

判定

判断根拠 チェック欄

事業を巡る社会経済情勢等の変化

事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない 事業の効果や必要性、周辺環境等に変化がない ■

前回評価からの事業費・事業期間の増加
増加無し 10%以内増加

事業費の増加 事業費の増加は11％（約704億円→約780億円） □ □

事業期間の増加 事業期間の増加はない ■ □

前回評価からの費用対効果分析に関する影響要因の変化等

費用便益分析マニュアルに変更がない 費用便益分析マニュアル改訂（H30.2） □

需要量の変化（需要量等の減少が10％以内） 需要量等の減少はない ■

周辺ネットワークで新規事業化がない
周辺ネットワークで新規事業化がある

（都市計画道路 黒井藤野新田線の一部区間）
□

下記のうち、一方もしくは両方を満たしている
・事業費に比して費用対効果分析に要する費用が大きい

・前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準値を上回っ
ている

前回評価時における感度分析の下位ケース値が基準値を下回っている。

平成28年度評価時の感度分析の下位値
〔全体事業〕・交通量(-10%) B/C＝0.9 〔残事業〕・交通量(-10%) B/C＝1.4

・事業費(+10%) B/C＝0.98 ・事業費(+10%) B/C＝1.5
・事業期間(+20%) B/C＝0.96 ・事業期間(+20%) B/C＝1.5

□

前回評価で資料の作成を省略していない ■

前回評価で費用対効果分析を省略していない ■

その他の事由（重点的な評価が必要な特別な事由） （自由記述） －

以上より、審議区分 ： 重点 資料 ： 作成 費用対効果分析 ： 実施 とする。

５．再評価の重点化・効率化判定票（道路・街路事業）
年度： 令和３年度 事業名： 国道253号 上越三和道路

担当課： 道路計画課 担当課長名： 一木 慎太朗

く ろ い ふ じ の しんでん



事業名 国道253号 上越三和道路

起終点
起点：新潟県上越市寺

終点：新潟県上越市三和区本郷
延長 7.0km

事業概要
国道253号上越三和道路は、広域的な道路ネットワークの強化、第三次医療施設へのアクセス向

上、冬期を含めた道路交通の安全性・信頼性の確保、などを目的とした延長7.0kmのバイパス事業で
ある。

平成11年度都市計画決定 平成13年度事業化（権限代行） 平成13年度用地着手 平成14年度工事着手

全体事業費 約780億円
事業進捗率

（令和2年度末） 44％ 供用済延長 3.0km（暫定2車線）

計画交通量 11,000～25,800 台/日

費用対効果
分析結果

B/C 総費用 （残事業）/（全体事業） 総便益 （残事業）/（全体事業） 基準年度

（事業全体）

（残事業）

0.9

1.6
事 業 費：
維持管理費：

348/772億円

344/764億円
3.8/7.6億円

走行時間短縮便益：
走行経費減少便益：
交通事故減少便益：

571/690億円

423/538億円
129/133億円
18/19億円

令和3年度

感度分析の結果

（事業全体） 交通量：
事業費：
事業期間：

(-10%～+10%) B/C=0.8～0.97
(+10%～-10%) B/C=0.9～0.9
(+20%～-20%) B/C=0.9～0.9

（残事業） 交通量：
事業費：
事業期間：

(-10%～+10%) B/C=1.5～1.7
(+10%～-10%) B/C=1.5～1.8
(+20%～-20%) B/C=1.6～1.7

てら

さ ん わ ほんごう
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※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価格を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内容と一致しないことがある。
※費用対効果分析結果及び感度分析の結果の欄に係る数値は令和3年度評価時点。
※費用及び便益額は、10以上：整数止め、1.0より大きく10未満：小数点1桁止め、1.0以下：小数点2桁止め とする。
※費用対効果分析結果及び感度分析の結果は原則小数点1桁止め。ただし、四捨五入で1.0となる場合は、小数点2桁止め。

６．費用対効果
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７．事業の必要性、進捗の見込み等

【事業を巡る社会経済情勢等の変化】

○前回再評価以降、周辺に大きな社会情勢の変化はない。

【事業の投資効果】

○本事業の整備により、「第三次救急医療施設（新潟県立中央病院）へのアクセス向上」「冬期間における
スムーズな交通の確保」「主要な観光地へのアクセス向上」などの効果が発揮される。

【事業の進捗状況】

○ 事業の進捗状況：用地進捗率92％、事業進捗率44％（令和２年度末）
○ 残事業の内容：調査設計、工事

事業の必要性等に関する視点

○鶴町IC～（仮称）三和IC間の暫定2車線開通に向けて整備を進め、全線4車線化は、交通状況を勘案しつつ整備時

期等について検討する。

事業の進捗の見込みの視点

○建設発生土の有効活用やコンクリート二次製品・長尺製品の活用や新技術の活用等によるコスト縮減を図る。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点



７．事業の必要性、進捗の見込み等
関係する地方公共団体等の意見

・地域から頂いた主な意見等： 上越市から、整備促進の要望を頂いており、特に上越三和道路並びに三和
安塚道路の早期開通に向けた整備促進及び未整備区間（安塚IC以東）の早期
着工について要望を頂いている。

・ 知 事 の 意 見 ： 県民の安全・安心を確保し、活力のある新潟県を創るため、事業の継続を
望みます。
本事業は、広域的な道路ネットワークの強化や安全で快適な道路ネット

ワークの確保につながるとともに、観光地へのアクセス向上に寄与するなど、
当県にとって重要な事業と認識しております。
今後も早期完成に向けて、コスト縮減に努めつつ、着実な整備をお願いし

ます。
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８．対応方針（原案）

（理由）

・当該事業は、現時点においても、その必要性、重要性は変わっておらず、事業進捗の見込みからも、
引き続き事業を継続することが妥当であると考える。

事業継続
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